
今
、
ふ
れ
あ
い
の
村
で
は
・
・
・

＜赤ちゃんからお年寄りまで、 みんなが先生です！＞

　

過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
の
村
で
は
鯉
の
ぼ
り
が
心
地
よ
い
風
の
な
か

を
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
い
で
い
ま
す
。
◆
村
内
を
散
策
し
て
い
る
と
、
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
が
細

長
い
釣
鐘
の
よ
う
な
花
を
ぶ
ら
下
げ
風
に
揺
れ
て
い
ま
す
。
つ
い
先
日
ま
で
地
面
か
ら
緑
色
の
ツ

ノ
の
よ
う
な
新
芽
が
顔
を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
茎
や
葉
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

春
は
山
菜
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
は
有
毒
植
物
で
す
。
新
芽
の
時
期
は

山
菜
の
ア
マ
ド
コ
ロ
と
い
う
植
物
と
似
て
お
り
、
し
ば
し
ば
同
じ
箇
所
に
生
え
て
い
ま
す
の
で
誤

食
に
注
意
が
必
要
で
す
。
◆
地
面
を
這
う
マ
イ
マ
イ
カ
ブ
リ
に
出
会
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
ご
く

身
近
に
発
見
で
き
る
昆
虫
で
す
が
、
「
オ
サ
ム
シ
」
に
分
類
さ
れ
る
昆
虫
で
、
日
本
の
固
有
種

で
す
。
黒
い
体
表
が
一
般
的
で
す
が
、
中
に
は
鈍
い
金
属
光
沢
を
持
っ
た
色
鮮
や
か
な
も
の
も

い
る
そ
う
な
の
で
探
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。
◆
サ
ン
シ
ョ
ウ
が
新
芽
と
共
に
黄
色
い
小
さ
な
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
古
く
か
ら
香
辛
料
や
薬
用
な
ど
様
々
な
用
途
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア

ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
科
の
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
の
食
草
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
よ
い
自
然
観
察
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
　
　

楽
山
荘

　

爽
や
か
な
新
緑
と
美
し
い
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
庭
園
を
み
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
南
足
柄
市
矢
倉
沢
に
あ
り
ま
す
「
楽
山
荘
」
は
戦
前

は
こ
の
足
柄
上
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
以
前
は
近
く
に
出
た
鉱
泉
を
竹
筒
で
引
き
、
こ

こ
で
宿
泊
す
る
こ
と
も
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

時
を
経
て
、
今
は
ミ
カ
ン
畑
か
ら
桜
や
ツ
ツ
ジ
に
変
わ
り
、
そ
の
見
事

な
景
観
は
時
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
出
会
い
で
し
た
。

　自然のたより

ツツジ サンショウ

アマガエルホウチャクソウ

マイマイカブリクマバチ

　５ 月
　ツツジ
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★フィールドワーク★ 野外を探検・調査・観察することを
フィールドワークといいます。

【イベントのご紹介】

 

※お問合せは、足柄ふれあいの村へ電話（0465-72-2010）で、
   お申込みは、『足柄ふれあいの村』のホームページにアクセスしてください。

　

み
み
ず　

 

い　

　

　春本番の陽気となり、生き物たちの活動も本格的になってきま

した。 花々の周りには昆虫たちが飛び交い、 蜜をせっせと集めて

いる様子が観察できます。◆キランソウが小さな紫色の花をたくさ

ん咲かせています。 別名は 「ジゴクノカマノフタ」。 何とも恐ろしい

名前ですが、 由来は葉が地面に張り付くように放射状に広がる

様が地獄の釜のふたに見立てられたものです。

また、 薬草としての効能もあり、 やけどや切り傷、 あせもなどにも効能

があるそうで、 医者が必要ないというところから 「イシャゴロシ」 の異

名もあります。◆ シャガの花が見頃を迎えています。シャガは中国

原産の帰化植物で木陰などのやや湿った場所に群生します。

写真の場所はふれあいの村でのシャガのオススメお花見スポットで

す。 場所はふくろう村付近の斜面に群生しています。 フィールド

ワークに出かけた午前中の時間帯はちょうど杉林の隙間から注

ぐ太陽光がスポットライトのようになり、シャガの花が輝いていました。

この時期にご宿泊をお考えの方はふくろう村をご検討されてはいか

がでしょうか。◆独特な花茎を直立させて開花している植物があり

ました。 マムシグサです。 紫褐色のまだらな模様が蛇のマムシに

似ていることが名前の由来と考えられています。

村内には斑入りのマムシグサも生えており、 探してみるのも楽しい

かもしれません。 秋にはトウモロコシの形に似た真っ赤な果実を

実らせ、 森に彩りを与えてくれます。

 

※ﾌｧﾐﾘｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ運動の一環として、毎月、第一日曜日に開催中です。
※申込み・問合せは電話などで、お気軽にどうぞ。

★来月のファミリーコミュニケーションの日 ：６月２日（日）

10:00～12:00 《自然観察会》　　カエルや虫の卵・幼虫を観察しよう！(参加費無料）

13:00～ 15:00《クラフト教室》『レインスティック 雨の音を！』(材料費２００円)

森を探検し、ふれあいの村ならではの自然の中での遊びを通し
子ども達の感性を育みます。
親子ですてきな時間を過ごしましょう。
実  施  日）６月２２日 (土)【日帰り】　
会　　場）足柄ふれあいの村
対 象）幼児とその保護者
参  加  費）  中学生以上　　　　     １,４００円
                                  ３歳以上～小学生　１,０００円
申込期間）  4 月５日 (金) ～５月１７日 (金)

「もりっこ①」のご案内
小学校低学年だけのお泊りキャンプです。友だちを作って自然
の中でたくさんの体験をし、ごはん作りにも挑戦します。
元気いっぱいに遊び尽くそう！
 実  施  日）７月２０ 日 (土)～７月２１日(日)【１泊２日】　
 会　　場）足柄ふれあいの村
対 象） 小学校１年生～３年生　　　
   定 員）３５名
 参  加  費） ８,３００円
 申込期間）  5 月５日 (日)　～６月１４日 (金)

「フォレスターキッズキャンプ①」のご案内

　　定　員） ２５名

※今後、変更等がある可能性がありますので『足柄ふれあいの村』のホームページを随時ご確認ください。

七
十
二
候
　

蚯
蚓
出
ず
る

 
五
月
十
日
～
十
四
日

　

冬
眠
し
て
い
た
ミ
ミ
ズ
が
地
上
に
現
れ

始
め
る
頃
。
ミ
ミ
ズ
は
土
を
耕
す
の
で
古

く
は
「
自
然
の
鍬
」
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

ミ
ミ
ズ
は
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。
光
を
感
知
し

暗
が
り
に
進
む
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。

掘
っ
た
ト
ン
ネ
ル
は
植
物
の
成
長
に
大
切

な
空
気
や
水
の
通
り
道
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ミ
ミ
ズ
は
土
を
食
べ
、
そ
の
中
に
含
ま

れ
る
有
機
物
や
微
生
物
を
摂
取
し
て
い
ま
す
。

食
べ
た
土
は
そ
の
後
排
泄
さ
れ
る
の
で
す

が
、
ミ
ミ
ズ
の
糞
は
肥
料
の
役
割
を
し
ま
す
。

ミ
ミ
ズ
は
私
た
ち
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

す
ご
い
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

キリギリス シャガ キランソウ

クスサン繭 ハナイカダ フキ

イトトンボの仲間 マムシグサ カニグモの仲間

Vol.98


